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新潟 RC 10 月第 5 例会 (2018.10.30) №３２５５ 

 

(1) ロータリーソング「「我らの生業」斉唱 

 

(2) 若槻 良宏会長挨拶 

皆様こんにちは。先週は、月見例会を開催いたしま

した。安藤栄寿さんが主宰する勝楽寺獅子吼雅楽会

による雅楽の演奏、とても素晴らしく、感激いたし

ました。また、松井宏美さんによるハワイアンフラ

ダンスも見事でした。乾杯後であったにもかかわら

ず、会場は静まり返り、演奏、演目に皆さんが引き

込まれていたのが大変印象的でした。安藤栄寿さん、

ありがとうございました。また、月見例会を企画運

営してくださいました親睦委員会の岡村健吉委員長

をはじめ、親睦委員の皆様、ありがとうございまし

た。この場を借りて改めて御礼申し上げます。 

さて、７月３１日の例会において、大韓民国新潟総

領事館総領事の鄭美愛さんに卓話をしていただいた

ご縁から、１０月２５日、大韓民国新潟総領事館主

催の国慶日のレセプションに出席してまいりました。

新潟ロータリークラブの皆様によろしくお伝えくだ

さいとのことでした。なお、鄭美愛さんは、１１月

１１日の地区大会にご出席され、講演をしていただ

く予定でございます。 

続きまして、１０月２７日、長岡東ＲＣの６０周年

記念式典・祝賀会に石本隆太郎パストガバナー、大

澤強幹事とともに出席してまいりました。記念式典

では、公益財団法人三井文庫の常務理事であり、明

治大学名誉教授の由井常彦さんによる記念講演（歴

史が語る「日本の経営」～その進化と試練から）が

行われ、その中で、歴史的に日本的経営における「人

の経営」とは、①他人を信用し、雇用ないし従業員

を重視する、②能力・意欲とその教育を重視し、経

営者への途を開く、③経営の組織的能力の向上に努

める、④取引先はじめ関係者に配慮する、⑤人間の

関係を尊重することから、存続が意義を持ち、倫理

やモラルが不可欠となるとのお話がありました。こ

れらの特徴は、ロータリーの４つのテスト（①真実

かどうか ②みんなに公平か、③好意と友情を深め

るか、④みんなのためになるかどうか）に通じてい

るといえ、日本的経営の普遍性について改めて考え 

 

 

 

させられました。また、祝賀会では、長岡市出身の

歌手中澤卓也さんのミニコンサートが行われました。

中澤卓也さんは、２０１７年に日本クラウンからデ

ビューし、同年の日本レコード大賞新人賞を受賞し

た新進気鋭の歌手です。長岡で開催されたＮＨＫの

ど自慢に祖母に誘われて出場してチャンピオンを獲

得し、これを見ていた日本クラウンの関係者からス

カウトされ、デビューにつながったとのことです。

まさに縁であり、どこにどのような縁があるのか不

思議でなりません。 

私の好きな言葉に「一期一会」という言葉がありま

す。一期一会が言葉として初めて登場したのは、江

戸幕府の大老であり、茶人でもあった井伊直弼公（１

８１５年～１８６０年）の著書「茶湯一会集」（岩波

文庫）です。そこで、井伊直弼公は、「抑、茶湯の交

会は、一期一会といひて、たとへハ幾度おなじ主客

交会するとも、今日の会にふたゝひかへらさる事を

思へハ、実に我一世一度の会也、去るニより、主人

ハ万事ニ心を配り、聊も麁末のなきよう深切実意を

尽くし、客ニも此会ニまた逢ひかたき事を弁へ、亭

主の趣向、何壱つもおろかならぬを感心し、実意を

以て交るへき也、是を一期一会といふ。」と述べてい

ます。 

「一期」とは、私たちの生涯のこと、「一会」とはた

だ一回の出逢いという意味であり、一生涯でたった

一度の出逢いをしていることを指します。普段私た

ちは同じ人に何度も出逢っていますが（ＲＣの例会

もそうです。）、よくよく考えてみると、その時その

時の出逢いは一度だけで、二度と同じ機会が戻って

くることはないという意味なのだそうです。何度出

逢いを重ねても、やはり毎回「一期一会」であり、

そのときを大切にしましょうということであり、こ

の言葉を思い出すと、前向きになり、元気になれま

す。初めて逢う人だけではなくて、毎回逢う人との

時間を大切にする、本日の例会の進行も、一期一会

の気持ちを大切にして務めさせていただきたいと思

います。 
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インスピレーションになろう 



(3) ビジターの紹介・ご挨拶 

・丸山常彦ガバナー補佐（新潟中央 RC） 

 

 

 

 

 

 

(4) 堀 盛富君（カメイ新潟支店長）退会ご挨拶 

 

(5) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(得永 哲史委員長) 

小林 悟君  

米山奨学会寄付発表(高木 言房委員) 

得永 哲史君  

青少年育成基金寄付発表(池上茂樹委員) 

細野 義彦君 本間  彊君 

池上 茂樹君 田中堅一郎君 

 

(6) ニコニコボックス紹介（武田 直己副委員長） 

・丸山常彦ガバナー補佐 宜しくお願いします。 

・桒原 美樹君 ごフル同好会に初参加いたしました。たい

へん楽しい時間ありがとうございました。 

 

(7) 表彰 

・宇尾野 隆さんへポール・ハリス・フェロー認証状とピン贈

呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 「認知症予防に効果がある学習療法とは！」  

石橋 正利職業奉仕委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) １０月３０日例会の出席率 ６８．１３ ％ 

会員数 ９３名（出席免除会員 ７名） 

出席者 ６２名（出席免除会員 ５名を含む） 

 (2週間前メーク後 ７８．８９ ％) 

 

 

 

１１月１３日の例会予定 

「R財団について」  得永哲史財団委員長 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

http://www.niigatarc.jp/

